
第96回
定期大会

参
議
院
選
挙
闘
争
の
総
括
を
進
め

組
織
の
強
化
・
拡
大
に
つ
な
げ
よ
う

青
年
部
長
に
兒
玉
聖
史
さ
ん（
長
野
県
本
部

千
曲
市
職
労
）を
選
出

自
治
労
は
8
月
30
〜
31
日
、
第
96
回
定
期
大
会
を
対
面
（
千
葉
県
千
葉
市
）
と

ウ
ェ
ブ
の
併
用
方
式
で
開
催
し
、
約
8
0
0
人
が
出
席
。
当
面
の
闘
争
方
針

（
案
）
を
中
心
と
す
る
議
案
等
に
つ
い
て
討
論
し
た
。
ま
た
、
役
員
選
挙
も
行

い
、
新
た
に
兒
玉
聖
史
青
年
部
長
を
選
出
し
た
。

川
本
淳
委
員
長
に
よ
る
主
催

者
あ
い
さ
つ
（
下
段
に
別

掲
）、
芳
野
友
子
連
合
会
長
と

泉
健
太
立
憲
民
主
党
代
表
に
よ

る
来
賓
あ
い
さ
つ
の
後
、
第
26

回
参
議
院
選
挙
で
初
当
選
し
た

鬼
木
ま
こ
と
参
議
院
議
員
が
あ

い
さ
つ
。「
選
挙
の
取
り
組
み
を

通
じ
て
『
自
治
労
に
対
す
る
信

頼
と
結
集
を
高
め
た
い
』、
そ

う
強
く
思
い
活
動
を
し
て
き

た
。
私
た
ち
労
働
組
合
は
、
声

と
力
を
集
め
る
こ
と
で
し
か
現

状
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
自
分
た
ち
の
場
所
か
ら
変

え
て
い
く
た
め
の
一
歩
を
踏
み

出
し
て
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け

る
と
と
も
に
「
現
場
の
皆
さ
ん

の
声
と
思
い
を
国
政
の
場
に
持

ち
込
む
た
め
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
に
立
た
せ
て
い
た
だ
い
た
。

こ
れ
か
ら
が
本
番
だ
。
皆
さ
ん

に
い
た
だ
い
た
力
を
存
分
に
発

揮
し
、
奮
闘
し
て
い
き
た
い
」

と
決
意
を
述
べ
た
。

◇

◇

◇

一
般
経
過
報
告
お
よ
び
2
0

2
2
年
度
の
運
動
の
総
括
は
伊

藤
功
書
記
長
が
報
告
・
提
案
。

2
0
2
2
年
度
一
般
会
計
・
特

別
会
計
決
算
報
告
は
木
村
ひ
と

み
書
記
次
長
が
報
告
し
た
。
ま

た
、
自
治
労
共
済
推
進
本
部
事

業
活
動
報
告
を
安
東
啓
介
事
務

局
長
が
行
っ
た
。
各
報
告
に
関

す
る
質
疑
・
討
論
で
は
13
県
本

部
13
人
の
代
議
員
か
ら
発
言
が

あ
り
、
答
弁
後
全
体
の
拍
手
で

確
認
し
た
。

第
1
号
議
案
「
当
面
の
闘
争

方
針
（
案
）」
は
藤
森
久
次
副

委
員
長
が
、
第
2
号
議
案
「
2

0
2
3
年
度
一
般
会
計
・
特
別

会
計
予
算
（
案
）」
と
第
3
号

議
案
「
自
治
労
会
館
の
中
長
期

方
針
お
よ
び
『
大
規
模
修
繕
計

画
（
案
）』」
は
木
村
書
記
次
長

が
そ
れ
ぞ
れ
提
案
。
質
疑
・
討

論
で
は
38
県
本
部
1
社

保
労
連
か
ら
40
人
が
発

言
。
本
部
答
弁
後
、
ｅ

投
票
に
よ
る
採
決
を
行

い
、
す
べ
て
の
議
案
を

賛
成
多
数
で
決
定
し
た

（
2
〜
3
面
に
報
告
・

総
括
等
の
概
要
、議
案

概
要
、質
疑
・
討
論
、

答
弁
を
掲
載
）。

青
年
部
長
の
役
員
選
挙
で

は
、
兒
玉
聖
史
さ
ん
（
長
野
県

本
部
・
千
曲
市
職
労
）
が
信
任

さ
れ
た
（
3
面
に
紹
介
記
事
）。

ま
た
、
今
大
会
で
は
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
支
援
緊
急
カ
ン
パ
の
支

援
先
団
体
へ
の
贈
呈
式
も
行
わ

れ
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
日

本
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
連
帯
基
金

の
神
谷
さ
だ
子
理
事
長
に
支
援

金
が
手
渡
さ
れ
た
（
詳
細
は
2

面
に
掲
載
）。

最
後
に
川
本
委
員
長
が
、

「
多
く
の
意
見
を
い
た
だ
い
た

参
議
院
選
挙
闘
争
の
取
り
組
み

か
ら
、
組
織
の
強
化
・
拡
大
の

重
要
性
と
日
頃
の
労
働
運
動
の

大
切
さ
を
確
認
で
き
た
。
単
組

の
主
体
的
な
た
た
か
い
、
県
本

部
に
よ
る
単
組
へ
の
指
導
力
の

発
揮
、
単
組
と
県
本
部
の
つ
な

が
り
の
強
化
に
、
本
部
方
針
の

明
確
化
、
発
信
力
の
強
化
、
国

政
へ
の
働
き
か
け
や
省
庁
対
策

な
ど
の
強
化
を
一
体
化
さ
せ
る

こ
と
が
今
ま
さ
に
必
要
な
こ
と

だ
。
そ
の
上
で
、
引
き
続
く
現

業
・
公
企
統
一
闘
争
、
自
治
体

確
定
闘
争
な
ど
節
々
の
取
り
組

み
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
組
織

強
化
・
拡
大
を
力
強
く
進
め
よ

う
」
と
呼
び
か
け
、
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
大
会
を
締
め
く
く
っ

た
。

来賓として出席した芳野友子連合会
長（左）と泉健太立憲民主党代表（右）

新
型
コ
ロ
ナ
が

再
拡
大
す
る
中

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
懸
命
に
対

応
さ
れ
て
い
る
組

合
員
の
皆
さ
ん
に

改
め
て
敬
意
と
感

謝
を
表
し
ま
す
。

私
か
ら
は
3
点

申
し
上
げ
ま
す
。
1
点
目
は
自

治
労
の
組
織
力
、
結
集
力
が
問

わ
れ
た
参
議
院
選
挙
で
す
。
組

織
内
候
補「
鬼
木
ま
こ
と
」は
、

皆
さ
ん
の
力
を
も
っ
て
当
選
を

勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
最
低

30
万
票
以

上
の
獲
得

を
め
ざ
し

た
も
の

の
、
結
果

は
17
万
1
6
1
9
票
に
と
ど
ま

り
、
課
題
を
残
し
ま
し
た
。

公
務
員
の
職
場
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
法
令
・
条
例
に
左
右

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
政
治
と
無

関
係
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
故

に
、
政
治
闘
争
が
重
要
に
な
り

ま
す
が
、
日
頃
の
活
動
が
十
分

に
で
き
て
い
な
け
れ
ば
、
組
合

員
は
つ
い
て
き
て
く
れ
ま
せ

ん
。
改
め
て
組
織
・
運
動
を
点

検
・
強
化
し
、
組
合
活
動
を
活

性
化
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
上
で
政
治
闘

争
の
重
要
性
を
全
体
で
再
共
有

し
、
取
り
組
み
を
積
み
上
げ
、

来
年
の
統
一
自
治
体
選
挙
、
来

る
べ
き
国
政
選
挙
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

2
点
目
は
政
治
情
勢
で
す
。

国
民
が
苦
し
む
物
価
高
へ
の
対

策
や
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
、

さ
ら
に
は
憲
法
改
正
、
防
衛
費

の
増
額
、
安
倍
元
首
相
の
国
葬

問
題
な
ど
、
課
題
が
山
積
し
て

い
ま
す
。
立
憲
民
主
党
に
は
、

生
活
者
目
線
に
立
っ
た
明
確
な

政
策
の
提
示
は
も
ち
ろ
ん
、
追

及
す
べ
き
点
は
追
及
を
強
め
、

常
に
政
権
と
対
峙
す
る
姿
勢
を

示
し
、
政
治
に
緊
張
感
を
持
た

せ
る
強
い
野
党
の
中
心
と
な
る

こ
と
を
強
く
期
待
し
ま
す
。

3
点
目
は
人
事
院
勧
告
と
自

治
体
確
定
闘
争
で
す
。
人
事
院

は
8
月
8
日
、
月
例
給
・
一
時

金
の
引
き
上
げ
勧
告
を
行
い
ま

し
た
が
、
物
価
上
昇
等
が
す
べ

て
の
世
代
に
影
響
す
る
中
で
、

月
例
給
の
配
分
が
若
年
層
の
み

に
と
ど
ま
る
な
ど
、
不
満
の
残

る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
引
き

続
き
、
公
務
員
連
絡
会
に
結
集

し
、
政
府
に
給
与
引
き
上
げ
の

早
期
実
施
を
求
め
て
い
き
ま
す

が
、
最
大
の
た
た
か
い
で
あ
る

秋
の
確
定
闘
争
に
む
け
、
自
治

労
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
。

労
働
組
合
の
基
本
的
役
割

は
、
組
合
員
の
悩
み
や
課
題
に

耳
を
傾
け
、要
求
・
交
渉
し
、賃

金
・
労
働
条
件
や
職
場
環
境
の

改
善
、
人
員
確
保
な
ど
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
で
す
。
自
治
労

全
体
で
日
常
的
な
組
合
活
動
の

強
化
に
む
け
た
取
り
組
み
を
展

開
し
、
組
織
力
量
の
底
上
げ
に

つ
な
げ
て
い
く
決
意
を
確
認
し

あ
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

委員長あいさつ 要旨

中央執行委員長
川本 淳

日
常
的
な
組
合
活
動
の
強
化
で

組
織
力
量
の
底
上
げ
を

あいさつする鬼木まこと参議院議員

主な記事
2・3面 第96回定期大会
4面 団 野村さんに聞く交渉術 ほか
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報
告
・
総
括
等

■
一
般
経
過
報
告
・

運
動
の
総
括

伊
藤
功
書
記
長

7
月
の
第
26
回
参
議
院
議
員

選
挙
は
、
組
合
員
1
人
1
票
以

上
を
基
本
目
標
に
取
り
組
み
を

展
開
し
た
が
、
最
低
30
万
票
以

上
と
い
う
獲
得
目
標
に
は
遠
く

及
ば
な
か
っ
た
。
組
織
・
運
動

の
点
検
を
強
化
し
、
政
治
闘
争

の
重
要
性
を
全
体
で
再
共
有
す

る
必
要
が
あ
る
。
今
後
、
ど
の

よ
う
に
日
常
の
組
合
活
動
と
の

結
び
つ
き
を
深
め
て
い
く
の
か

が
重
要
。

「
運
動
の
総
括
」
で
は
、
7

月
の
県
本
部
代
表
者
会
議
で
の

事
前
提
案
以
降
に
補
強
し

た
、
退
職
者
団
体
生
命
共

済
、
2
0
2
2
現
業
・
公

企
統
一
闘
争
中
間
総
括

（
案
）
の
協
約
締
結
状
況

の
文
言
や
、
各
種
数
値
な

ど
を
報
告
す
る
。

■
2
0
2
2
年
度
一
般
会
計
・

特
別
会
計
決
算
報
告

木
村
ひ
と
み
書
記
次
長

前
年
5
月
期
決
算
と
の
対
比

で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
2
年
目
で
支

出
が
回
復
基
調
に
あ
る
。

■
監
査
報
告桝

本
康
仁
監
査
委
員

自
治
労
本
部
の
業
務
、
決
算

関
係
書
類
お
よ
び
そ
の
付
属
明

細
書
か
ら
、
執
行
は
適
切
な
こ

と
を
認
め
る
。

■
自
治
労
共
済
推
進
本
部

事
業
活
動
報
告

安
東
啓
介
事
務
局
長

目
標
達
成
に
む
け
た
概
況
と

課
題
、
契
約
状
況
を
報
告
す

る
。
県
本
部
・
県
支
部
一
体
の

取
り
組
み
を
進
め
る
。

伊藤功書記長

議案をめぐる討論では、参議院選挙闘争の総括と政治闘争の強化、秋季・確定闘
争の推進、定年引き上げにかかる取り組み、職場の人員確保、組織強化・拡大な
どで多くの意見が出された。代議員の発言は、対面出席とZoom利用の両方とな
り、これまでと違った議場の風景となった。

新しい青年部長に
兒玉聖史さん 課題残した参院選

日常活動の強化へ
組織・運動を点検

大会1日目に行われ
た役員選挙では、中央
執行委員候補（青年部

こ だま たか し

長）に兒玉聖史さんが
立候補。2日目に投票
結果が報告され、圧倒
的多数で信任された。
信任後のあいさつで兒
玉さんは「皆さんとと
もに先輩たちの運動を
引き継いでがんばって
いきたい」と話した。

質疑・討論

定
年
引
き
上
げ
や

賃
金
闘
争
強
化
で
質
問・
意
見

賃
金
闘
争
、
職
場
の
権
利
と

勤
務
条
件
を
確
立
す
る
取
り
組

み
で
は
、
2
0
2
3
年
4
月
か

ら
の
制
度
開
始
が
迫
る
定
年
引

き
上
げ
に
つ
い
て
、「
条
例
化
が

遅
れ
、
多
く
の
自
治
体
が
12
月

議
会
で
の
提
案
。
高
齢
者
部
分

休
業
の
導
入
に
む
け
た
本
部
指

導
の
強
化
を
」（
兵
庫
）
を
は
じ

め
、
60
歳
前
後
の
給
与
カ
ー
ブ

の
検
討
に
対
す
る
対
策
（
北
海

道
・
山

形
・
新

潟
・
神

奈

川
）、
役
職
定
年
者
と
再
任
用

職
員
の
組
合
加
入
の
促
進
と
規

約
等
の
整
備
（
北
海
道
・
秋

田
・
神
奈
川
・
兵
庫
）、「
ピ
ー

ク
時
特
例
」
適
用
に
よ
り
退
職

金
が
減
額
と
な
る
ケ
ー
ス
へ
の

対
応（
岡
山
）な
ど
に
つ
い
て
、

質
問
・
意
見
が
あ
っ
た
。

賃
金
闘
争
の
強
化
に
関
わ
っ

て
、「
2
0
2
2
春
闘
で
自
治
体

独
自
賃
金
カ
ッ
ト
の
終
結
を
勝

ち
取
っ
た
」（
山
形
）
を
は
じ

め
、
賃
金
闘
争
の
再
構
築
（
富

山
）、産
別
統
一
闘
争
で
求
心
力

を
高
め
る
こ
と
の
重
要
性
（
香

川
）、
勤
勉
手
当
の
上
位
成
績

区
分
へ
の
配
分
の
対
応
（
宮

城
）、地
域
手
当
の
見
直
し
（
宮

城
・
滋
賀
）、
医
療
・
福
祉
職
場

の
処
遇
改
善
（
宮
城
・
静
岡
・
長

崎
）、一
時
金
減
額
遡
及
阻
止
へ

の
特
別
交
付
税
制
裁
の
対
策
に

つ
い
て
、
要
望
が
出
さ
れ
た
。

人
事
評
価
制
度
に
お
け
る
評

価
結
果
の
賃
金
反
映
に
つ
い
て

情
報
共
有
を
求
め
る
意
見
（
大

分
）
、

春
闘
期

の
公
共

サ
ー
ビ

ス
キ
ャ

ン
ペ
ー

ン
の
継

続
的
展

開
を
訴

え
る
発
言（
東
京
）が
あ
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し
た
医
療

職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

の
強
化
（
高
知
）、
医
療
職
給

料
表
の
改
善
（
福
島
）
を
求
め

る
意
見
が
あ
っ
た
。

会
計
年
度
任
用
職
員
関
係
で

は
、
勤
勉
手
当
が
不
支
給
の
問

題
に
つ
い
て
法
改
正
を
求
め
る

取
り
組
み
の
強
化
（
東
京
・
長

崎
）
と
、
組
織
化
の
推
進
（
兵

庫
）
に
つ
い
て
発
言
が
あ
っ

た
。人

員
確
保
の
課
題
に
つ
い
て

は
、
町
村
職
で
の
技
術
職
、
専

門
職
の
採
用
の
困
難
な
状
況

（
三
重
）を
は
じ
め
、
人
員
確
保

を
最
重
点
課
題
と
し
た
取
り
組

み
の
報
告
や
省
庁
対
策
の
強
化

の
要
請
（
北
海
道
・
福
井
・
鹿
児

島
）、高
卒
初
任
給
が
最
低
賃
金

を
下
回
っ
て
い
る
問
題
（
京

都
）に
つ
い
て
発
言
が
あ
っ
た
。

現
業
・
公
企
統
一
闘
争
に
つ

い
て
は
、
協
約
締
結
権
を
前
面

に
出
し
た
、
た
た
か
い
が
必
要

と
の
意
見（
長
野
）が
出
さ
れ
た
。

新
入
職
員
の
加
入
促
進

脱
退
者
対
策
な
ど
組
織
の
強
化

組
合
員
数
の
減
少
に
歯
止
め

が
か
か
ら
な
い
現
状
に
、
代
議

員
か
ら
多
く
の
発
言
が
あ
っ
た
。

「
本
部
の
危
機
感
が
感
じ
ら

れ
な
い
。
踏
み
込
ん
だ
取
り
組

み
提
起
が
必
要
」（
大
分
）
を
は

じ
め
、
再
任
用
職
員
の
組
織

化
、
役
職
定
年
者
の
再
組
合
員

化
に
あ
た
っ
て
の
規
約
の
整
備

な
ど
の
好
事
例
の
発
信
・
共
有

（
秋
田
・
神
奈
川
・
大
分
）、
新

規
採
用
職
員
の
加
入
対
策
を
進

め
る
上
で
の
単
組
と
県
本
部
の

信
頼
関
係
の
構
築
（
栃
木
）、

若
年
層
の
感
覚
に
寄
り
添
っ
た

戦
略
の
必
要
性
（
奈
良
）、
県

本
部
の
組
織
強
化
拡
大
計
画
の

策
定
（
群
馬
）、
人
材
育
成
の

重
要
性
（
富
山
・
高
知
・
福
岡
）

な
ど
、
本
部
に
情
報
提
供
な
ど

を
求
め
る
意
見
が
あ
っ
た
。

重
点
支
援
県
本
部
の
4
年
間

の
取
り
組
み
の
総
括
に
関
わ
り
、

関
係
県
本
部
が
発
言
。「
単
組
と

向
き
合
う
貴
重
な
4
年
間
と

な
っ
た
。
全
国
の
支
援
に
感
謝

す
る
」（
埼
玉
）
を
は
じ
め
、
今

後
の
支
援
の
要
望（
岩
手
・
滋

賀
）が
出
さ
れ
た
。事
業
推
進
交

付
金
の
活
用
に
つ
い
て
、
好
事

例
の
共
有
と
交
付
方
法
の
見
直

し
要
望
（
徳
島
）
が
あ
っ
た
。

新
団
体
生
命
共
済
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
若
年
層
加
入
の
強

力
な
促
進
（
鹿
児
島
）、2
0
2

3
年
4
月
採
用
者
対
策
会
議
の

準
備
な
ど
に
つ
い
て
の
質
問

（
青
森
）、
未
加
入
者
の
制
度

利
用
の
可
否
へ
の
意
見
（
大

分
）
が
あ
っ
た
。

国
保
の
審
査
支
払
シ
ス
テ
ム

統
合
へ
の
対
策
強
化
と
、
山
口

県
国
保
労
組
に
対
す
る
不
当
労

働
行
為
の
地
労
委
闘
争
に
つ
い

て
の
発
言
（
山
口
）、
社
保
労

連
の
女
性
の
運
動
参
画
、
契
約

職
員
の
組
織
化
の
報
告
（
社

保
）
が
あ
っ
た
。

公
共
サ
ー
ビ
ス
改
革
と

反
戦
平
和
の
取
り
組
み
推
進

「
東
日
本
大
震
災
と
福
島
原

発
事
故
か
ら
11
年
6
ヵ
月
。
双

葉
町
の
一
部
で
避
難
指
示
が
解

除
さ
れ
た
。
引
き
続
き
人
員
確

保
と
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
の
強
化
を
」（
福
島
）
と
の

発
言
を
は
じ
め
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ

が
公
務
の
中
立
・
公
正
を
脅
か

す
こ
と
へ
の
懸
念
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
交
付
率
を
地
方
交

付
税
算
定
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

へ
の
反
対
（
神
奈
川
・
岐
阜
）、

標
準
シ
ス
テ
ム
移
行
時
の
課
題

（
京
都
）な
ど
で
意
見
が
あ
っ
た
。

地
域
医
療
・
公
立
病
院
再
編

に
対
す
る
取
り
組
み
報
告
と
本

部
に
対
す
る
支
援
の
要
請
（
宮

城
・
宮
崎
）
が
あ
っ
た
。

10
月
7
〜
8
日
に
開
催
さ
れ

る
地
方
自
治
研
究
全
国
集
会
へ

の
参
加
呼
び
か
け
（
静
岡
）、

自
治
研
集
会
で
自
治
体
改
革
の

議
論
を
深
め
よ
う
と
の
発
言

（
大
阪
）
が
あ
っ
た
。

安
倍
元
総
理
の
国
葬
に
強
く

反
対
す
べ
き
と
の
意
見
（
佐

賀
・
宮
崎
）、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

軍
事
侵
攻
に
対
す
る
取
り
組
み

（
岩
手
・
東
京
）、
原
発
の
再
稼

働
と
新
増
設
反
対
の
意
見
（
佐

賀
）
が
出
さ
れ
た
。
長
崎
原
爆

被
爆
者
の
早
期
救
済
を
求
め
る

取
り
組
み
強
化
の
要
請
（
長

崎
）
が
あ
っ
た
。

第
2
号
議
案
・
第
3
号
議
案

一
般
会
計
か
ら
1
億
円
を
自

治
労
会
館
特
別
会
計
に
繰
り
出

す
こ
と
を
疑
問
視
す
る
意
見

（
青
森
）
が
あ
っ
た
。

千曲市職労（長野）出身。
1988年2月29日生まれ。
2013年に千曲市役所に入
職、2015年に千曲市職労青
年女性部事務局長、2017年
より長野県本部青年部長

本
部
答
弁

組合員減少に危機感
組織の強化はかる

第
1
号
議
案

当
面
の
闘
争
方
針（
案
）

2
0
2
2
確
定
闘
争
で
は
3

つ
の
取
り
組
み
の
柱
と
し
て
、

①
週
休
日
の
振
り
替
え
の
運
用

の
適
正
化
②
人
事
院
勧
告
を
踏

ま
え
た
給
与
の
引
き
上
げ
改
定

③
賃
金
の
運
用
改
善
に
む
け

「
1
単
組
・
1
要
求
」を
行
う
こ

と
を
設
定
。
4
つ
の
重
点
課
題

と
し
て
、
①
定
年
引
き
上
げ
の

確
実
な
実
現
と
高
齢
職
員
の
能

力
・
経
験
の
活
用
な
ど
の
課
題

の
十
分
な
検
討
②
公
務
に
お
け

る
労
働
時
間
の
適
正
な
把
握
の

徹
底
と
36
協
定
の
締
結
な
ど
に

よ
る
長
時
間
労
働
の
是
正
③
人

事
評
価
結
果
の
賃
金
等
へ
の
反

映
の
目
的
等
の
労
使
合
意
、
上

位
昇
給
の
活
用
の
公
正
・
公
平

な
運
用
④
会
計
年
度
任
用

職
員
の
勤
務
条
件
の
常
勤

職
員
と
の
権
衡
、
を
設
定

す
る
。
週
休
日
の
振
り
替

え
の
適
正
化
は
全
単
組
で

要
求
・
交
渉
に
取
り
組
む
。

定
年
引
き
上
げ
の
2
0
2
3

年
4
月
の
施
行
に
む
け
、
労
使

交
渉
・
協
議
を
進
め
、計
画
的
な

新
規
採
用
な
ど
職
場
環
境
の
整

備
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。

現
業
・
公
企
統
一
闘
争
（
第

2
次
闘
争
）
は
、
全
国
統
一
闘

争
基
準
日
を
10
月
14
日
と
し
て

推
進
す
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇

改
善
・
組
織
化
と
新
規
採
用
職

員
の
1
0
0
％
加
入
、
脱
退
対

策
を
強
化
す
る
。

憲
法
改
悪
阻
止
の
取
り
組
み

を
進
め
る
。
参
院
選
の
総
括
を

行
い
、
次
の
国
政
選
挙
に
む
け

た
議
論
を
進
め
る
。
来
春
に
予

定
さ
れ
る
第
20
回
統
一
自
治
体

選
挙
で
の
推
薦
候
補
全
員
の
必

勝
と
「
1
自
治
体
・
1
協
力
議

員
」
を
め
ざ
す
。

共
済
推
進
運
動
を
強
め
、
新

団
体
生
命
共
済
の
若
年
層
加
入

を
重
点
に
取
り
組
む
。

秋季・確定闘争や
組織強化・拡大を
総力あげて推進

■
第
1
号
議
案

当
面
の
闘
争
方
針
（
案
）

藤
森
副
委
員
長

定
年
引
き
上
げ
の
条
例
化
に

つ
い
て
、
単
組
は
確
定
闘
争
の

中
で
運
用
面
を
含
め
交
渉
・
協

議
を
。
本
部
は
適
宜
、
情
報
共

有
を
は
か
る
。
新
規
採
用
と
業

務
量
に
見
あ
う
人
員
を
確
保
す

る
。
60
歳
前
後
の
人
件
費
抑
制

の
国
の
検
討
状
況
を
注
視
し
、

公
務
員
連
絡
会
と
連
携
し
て
取

り
組
む
。
高
齢
者
部
分
休
業
の

制
度
化
を
進
め
る
。

確
定
闘
争
で
は
、

県
本
部
は
各
単
組
の

課
題
を
把
握
し
交
渉

支
援
の
強
化
を
。
地

域
手
当
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
9
月
の
労

働
条
件
担
当
者
会
議
で
考
え
方

を
示
す
。
医
療
職
給
料
表
の
改

善
に
取
り
組
む
。

人
事
評
価
の
賃
金
反
映
に
つ

い
て
今
年
秋
に
調
査
を
行
う
。

人
員
確
保
に
む
け
、
財
源
確
保

の
国
会
・
省
庁
対
策
な
ど
を
行

う
。
会
計
年
度
任
用
職
員
の
法

改
正
要
求
署
名
の
提
出
に
際

し
、
総
務
省
要
請
行
動
を
実
施

す
る
。

組
織
人
員
の
減
少
を
深
刻
に

受
け
止
め
、
新
規
採
用
職
員
の

組
織
化
を
最
優
先
課
題
に
取
り

組
む
。
人
材
育
成
の
視
点
を
第

6
次
組
強
計
画
の
議
論
に
反
映

さ
せ
る
。
役
職
定
年
者
、
再
任

用
職
員
の
組
織
化
を
進
め
る
。

組
合
未
加
入
者
に
共
済
制
度
の

み
の
利
用
は
認
め
な
い
。
新
団

体
生
命
共
済
の
若
年
層
加
入
を

推
進
す
る
。
重
点
支
援
県
本
部

の
4
年
間
の
総
括
を
深
め
、
全

体
の
組
織
強
化
に
つ
な
げ
る
。

自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
め
ぐ
る
諸
課
題

に
つ
い
て
省
庁
対
策
を
行
う
。

参
院
選
の
得
票
結
果
は
日
常

活
動
の
重
要
性
を
示
す
も
の
。

今
後
の
総
括
作
業
の
中
で
得
票

が
伸
び
悩
ん
だ
要
因
を
分
析

し
、
課
題
を
全
体
化
す
る
。
立

憲
民
主
党
に
は
要
望
を
伝
え
、

連
携
を
強
化
す
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利

用
な
ど
組
合
員
に
共
感
を
得
ら

れ
る
情
報
発
信
に
取
り
組
む
。

1
自
治
体
・
1
協
力
議
員
を

目
標
に
統
一
自
治
体
選
挙
闘
争

の
勝
利
を
め
ざ
す
。
平
和
運
動

に
、
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
原
水

禁
と
連
携
し
て
取
り
組
む
。

■
第
2
号
議
案
・
第
3
号
議
案

木
村
書
記
次
長

自
治
労
会
館
改
修
費
用
の
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
出
し
に
つ

い
て
、
理
解
を
求
め
る
。

答弁する藤森副委員長

藤森久次副委員長

参
院
選
の
総
括
深
め
よ
う

「
鬼
木
ま
こ
と
」の
当
選
を
勝

ち
取
っ
た
参
議
院
選
挙
闘
争
の

総
括
と
政
治
活
動
の
強
化
に
つしん

い
て
、
多
く
の
県
本
部
か
ら
真

し摯
な
総
括
を
踏
ま
え
、
今
後
を

展
望
す
る
意
見
、
問
題
提
起
の

発
言
が
相
次
い
だ
。

発
言
に
立
っ
た
代
議
員
の
多

く
が
「
鬼
木
ま
こ
と
」
の
当
選

を
喜
ぶ
と
し
な
が
ら
も
、「
自

治
労
全
体
で
30
万
票
の
目
標
に

対
し
て
17
万
1
6
1
9
票
の
得

票
に
と
ど
ま
っ
た
。
県
本
部
の

目
標
も
達
成
で
き
な
か
っ
た
」

と
述
べ
た
。

総
括
の
視
点
と
し
て
、
日
常

的
な
単
組
活
動
を
活
性
化
す
る

こ
と
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
た
。

「
組
織
内
議
員
の
活
動
を
日

頃
か
ら
組
合
員
に
周
知
す
る
こ

と
が
重
要
。
産
別
統
一
闘
争
を

意
識
し
、
す
べ
て
の
組
合
員
を

巻
き
込
む
工
夫
を
」（
北
海

道
）、「
取
り
組
み
が
組
合
員
に

ま
で
届
か
な
か
っ
た
。
日
常
活

動
の
強
化
が
重
要
だ
」（
青

森
・
山
形
・
新
潟
・
群
馬
・
東

京
・
神
奈
川
・
長
野
・
広
島
）

な
ど
の
発
言
が
あ
っ
た
。「
単

組
ア
ン
ケ
ー
ト
で
意
見
を
集
約

し
、
統
一
自
治
体
選
挙
の
勝
利

を
め
ざ
す
」（
山
形
）
と
の
発

言
も
あ
っ
た
。

支
持
協
力
政
党
で
あ
る
立
憲

民
主
党
に
つ
い
て
は
、「
党
の

姿
に
組
合
員
の
支
持
・
共
感
が

得
ら
れ
て
い
な
い
」（
福
井
）

と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
若
い
世
代
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

が
重
要
」（
福
井
）、「
参
議
院

選
挙
で
の
鬼
木
L
I
N
E
活
用

の
総
括
と
改
善
を
」（
大
阪
）、

「
組
織
内
国
会
議
員
の
活
動
を

も
っ
と
発
信
す
る
こ
と
が
必

要
」
と
の
指
摘
（
鹿
児
島
）
も

あ
っ
た
。

自
治
労
の
政
治
方
針
の
理

念
・
思
想
の
希
薄
化
を
指
摘
す

る
意
見
も
。「
得
票
率
は
組
合
員

の
2
割
だ
。
自
治
労
の
政
治
方

針
の
理
念
・
思
想
を
組
合
員
に

十
分
に
説
明
せ
ず
、
支
持
だ
け

を
求
め
て
い
る
状
態
に
な
っ
て

は
い
な
い
か
。
2
0
1
4
年
別

府
大
会
で
決
定
し
た
『
新
た
な

政
治
対
応
方
針
』
を
い
ま
一
度

組
織
全
体
で
共
有
す
る
こ
と
か

ら
始
め
る
必
要
が
あ
る
」（
島

根
）と
の
問
題
提
起
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
沖
縄
県
知
事
選
に
つ

い
て
、
必
勝
の
決
意
表
明
（
沖

縄
）
が
あ
っ
た
。

統
一
自
治
体
選
挙
の
勝
利
を
誓
う

■第2号議案
一般会計の単年度収支の均衡の再構

築と10年後を見据え、厳しい財政状況
の把握・共有を基本的な考えとする。
組合費収入は年間2万人を超える組

合員の大幅な減少により、前年度比△
2．5％、1億4350万円減少し、56億237
万円。前年度繰越金9億2184万円を除
く純粋な収入額は60億3676万円の見込
み。支出の「聖域なき」全体的見直し
が必要だ。
自治労会館特別会計に自治労会館の

中長期修繕の資金として1億円を一般
会計から、大規模修繕の管理・運営費
の資金として7億円を財政安定化資金
会計から繰り入れる。

■第3号議案
2024年6月か
ら自治労会館の
大規模修繕を実施し、自治労会館を今
後30年程度（2055年）まで執務室とし
て使用し続ける。予算上限を7億円と
する。
建物と設備の維持管理は今後約10年

ごとに健全度調査・診断を行い、その
結果に基づき必要な修繕工事（2035年
頃）を設定する。その上で、将来想定
される建替えまたは移転についての検
討時期の明確な提起と、判断のための
最終的な環境を整えることをめざす。
専門家の協力を得て、中長期修繕計

画の策定を進める。

第2号議案
2023年度一般会計・特別会計予算（案）
第3号議案
自治労会館の中長期方針および
「大規模修繕計画（案）」

ウクライナ支援緊急カンパを贈呈
木村ひとみ書記次長

神谷理事長（右）に川本委員長が
寄付金の目録を手渡す

議事初日に、3月下旬から実
施した「ロシアの軍事侵攻によ
る被災者を支援する緊急カン
パ」の集約金から、日本チェル
ノブイリ連帯基金に対して寄付
金2500万円を贈呈した。
同基金の神谷さだ子理事長
は、「自治労組合員の皆さんの
気持ちをお預かりしました。必
ず現地に届けます」と述べた。
会場では現地での支援活動の様
子を紹介するスライドが上映さ
れた。
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3日目
9月11日（日）
準決勝、決勝

2日目
9月10日（土）
2回戦、準々決勝

1日目
9月9日（金）
1回戦、2回戦

松戸市職(千葉）

高知県職連合（高知）

太田市職労（群馬）

佐賀広域消協（佐賀）

豊田市職労連（愛知）

秋田県職連合（秋田）

尾道市職労（広島）

北広島市職労（北海道）

宝塚市職労（兵庫）

小松市職（石川）

十日町市労連（新潟）

別府市職労（大分）

阿波市職労連（徳島）

富士宮市職（静岡）

柏市職（千葉）

奈良県職連合（奈良）

胎内市労連（新潟）

福井市職労（福井）

青森県職労（青森）

福山市職労連合（広島）

石狩市職労（北海道）

日立市職労（茨城）

優　
　

勝

交渉代理人 団 野村さんに聞く交渉術全国優勝大会（新潟）組み合わせ表

第
32
回
全
日
本
自
治
体
職
員
等
野
球
選
手
権
大
会
全
国
優
勝
大
会

NOと言う勇気を持つ優
勝
旗
を
め
ぐ
る
熱
き
戦
い

～自分たちの立場を明確にし交渉を～
8
月
4
〜
7
日
に
か
け
て
開
催
し
た
第
53
期
中
央
労
働
学
校
で
は
、
多
く
の

日
本
人
選
手
に
メ
ジ
ャ
ー
・
リ
ー
グ
へ
の
道
を
拓
い
た
交
渉
代
理
人
の
団

野
村
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
参
加
者
と
の
一
問
一
答
を
行
っ
た
。
野
村
さ
ん

は
交
渉
に
お
け
る
事
前
リ
サ
ー
チ
や
交
渉
相
手
を
よ
く
知
る
こ
と
の
重
要

性
、
さ
ら
に
「
待
つ
」
こ
と
、
感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
大
切
さ
な
ど
を
語
っ

た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

Ｑ
（
参
加
者
か
ら
質
問
）
交

渉
前
の
選
手
と
の
話
し
あ
い

は
？

A（
野
村
さ
ん
の
お
答
え
）
僕

が
年
俸
交
渉
を
始
め
る
前
に

は
、
ま
ず
選
手
の
市
場
価
格
を

調
査
し
ま
す
。
例
え
ば
メ

ジ
ャ
ー
・
リ
ー
グ
で
す
と
、
成

績
に
応
じ
た
市
場
価
格
の
デ
ー

タ
な
ど
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
を

基
に
ま
ず
選
手
と
話
し
あ
い
を

し
ま
す
。
そ
し
て
選
手
に
納
得

し
て
も
ら
っ
た
上
で
交
渉
に
臨

む
わ
け
で
す
。
一
つ
の
チ
ー
ム

と
し
て
交
渉
し
て
い
く
こ
と
が

非
常
に
大
切
で
す
の
で
、
と
に

か
く
選
手
に
納
得
し
て
も
ら
う

こ
と
が
先
決
で
す
。
そ
れ
が

整
っ
て
か
ら
、
相
手
側
と
の
交

渉
と
な
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
プ
ラ
ン
を
考

え
、
さ
ま
ざ
ま
な
球
団
と
交
渉

を
す
る
の
で
す
が
、
常
に
選
手

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

り
な
が
ら
、
自
分
が
思
っ
て
い

る
金
額
、
市
場
の
デ
ー
タ
で
の

金
額
、
選
手
の
年
齢
や
経
験
な

ど
を
織
り
交
ぜ
、
例
え
ば
年
俸

5
億
円
を
ど
う
や
っ
て
5
億
5

0
0
0
万
、
そ
し
て
6
億
円
に

し
て
い
く
か
を
模
索
し
て
い
き

ま
す
。

Ｑ

悪
い
交
渉
結
果
の
場
合
、

ど
の
よ
う
に
選
手
に
説
明
を
し

ま
す
か
？

A

ス
タ
イ
ル
は
そ
れ
ぞ
れ
だ

と
思
い
ま
す
が
、
僕
の
ポ
リ

シ
ー
は
「
正
直
に
言
う
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
選
手
に
と
っ
て

は
い
い
気
持
ち
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
真
実
を
知
ら
せ
な

け
れ
ば
、
先
延
ば
し
先
延
ば
し

で
言
い
訳
が
多
く
な
り
、
取
り

返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。

で
す
の
で
、
選
手
に
は
常
に

フ
ラ
ン
ク
に
言
い
ま
す
。
僕
の

中
で
そ
れ
を
崩
そ
う
と
い
う
気

持
ち
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
こ
れ

か
ら
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
選
手
は
自
分
が
引
退

す
る
こ
と
を
ど
う
し
て
も
認
め

ら
れ
な
い
部
分
が
あ
り
ま
す

が
、
や
は
り
正
直
に
言
う
こ
と

が
本
人
の
た
め
だ
と
思
い
ま

す
。

難
航
時
に
大
切
な
の
は

我
慢
し
て
「
待
つ
」
こ
と

Ｑ

（
単
組
の
）
交
渉
時
に
交

渉
相
手
の
立
場
を
考
え
て
し
ま

い
、
自
分
で
自
分
を
制
約
し
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
。

A

確
か
に
日
本
の
文
化
は
割

と
曖
昧
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す

ね
。
し
か
し
、
僕
が
若
い
時
に

教
わ
っ
た
こ
と
は
「
線
を
引
い

た
と
き
に
自
分
が
ど
ち
ら
側
に

立
っ
て
い
る
の
か
が
大
事
だ
。

立
っ
て
い
る
側
で
フ
ル
に
交
渉

し
な
け
れ
ば
ダ
メ
」
と
い
う
こ

と
で
す
。
相
手
の
立
場
に
立
っ

て
考
え
る
こ
と
は
せ
ず
、
あ
く

ま
で
も
こ
ち
ら
側
の
線
の
中
で

自
分
た
ち
の
立
場
を
明
確
に
し

ま
す
。
線
を
ま
た
い
で
の
話
し

あ
い
を
し
て
は
い
け
な
い
の
で

す
。た

だ
し
、
日
本
で
そ
の
よ
う

な
ス
タ
ン
ス
で
交
渉
を
す
る

と
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
か
ら
の
批

判
に
さ
ら
さ
れ
ま
す
ね
。

ま
あ
、
僕
の
中
で
は
批
判
さ

れ
な
く
な
っ
た
ら
終
わ
り
か

な
、
と
も
思
っ
て
い
ま
す
が
。

Ｑ

交
渉
が
滞
る
、
ま
た
は
、

止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
時
の
心
構

え
は
？

A

大
切
な
の
は
、
我
慢
し
て

「
待
つ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

人
間
で
す
か
ら
、
相
手
か
ら
良

い
返
事
が
も
ら
え
る
と
期
待
し

て
い
る
時
に
「
Ｎ
Ｏ
」
と
言
わ

れ
る
と
非
常
に
腹
立
た
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
す
る

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
余
計
な
こ
と

を
考
え
て
し
ま
い
、
結
局
悪
い

契
約
に
サ
イ
ン
し
て
し
ま
っ
た

と
い
う
苦
い
経
験
も
あ
り
ま

す
。そ

の
よ
う
な
経
験
な
ど
も

あ
っ
て
、
相
手
が
「
Ｎ
Ｏ
」
と

言
っ
た
場
合
、
じ
っ
と
待
っ
て

相
手
の
出
方
を
見
る
。
そ
う
す

る
こ
と
が
一
番
い
い
結
果
に
結

び
つ
き
や
す
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
野
球
界
は
今
、
か
な
り
球

団
寄
り
に
な
っ
て
い
て
、
選
手

は
非
常
に
弱
い
立
場
に
あ
り
ま

す
。
選
手
に
対
し
て
よ
く
言
う

の
は
、「
キ
ャ
ン
プ
に
行
く

な
、
ス
ト
を
し
な
さ
い
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
相
手
が
焦
っ
て
き
た

り
し
て
、
状
況
が
好
転
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

感
情
を
見
せ
ず
、
淡
々
と

冷
静
に
考
え
を
押
し
通
す

Ｑ

年
上
の
交
渉
相
手
に
軽
ん

じ
ら
れ
な
い
よ
う
に
ふ
る
ま
う

中
で
、
空
回
り
す
る
こ
と
が
あ

る
の
で
す
が
。

A

相
手
に
つ
い
て
学
ぶ
・
研

究
す
る
と
い
う
姿
勢
も
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。
相
手
の
考
え
方

や
ク
セ
を
い
ち
早
く
知
る
こ
と

で
す
。
そ
れ
を
知
る
た
め
の
話

を
あ
え
て
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。そ

の
上
で
、
僕
が
気
を
つ
け

て
い
る
こ
と
は
「
絶
対
に
感
情

的
に
な
ら
な
い
、
感
情
を
見
せ

な
い
」
こ
と
で
す
。
自
分
が
想

定
し
て
い
る
金
額
に
た
ど
り
着

い
て
も
絶
対
に
喜
ん
だ
表
情
や

態
度
は
見
せ
ま
せ
ん
。
相
手
に

感
情
を
察
せ
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
は
、
交
渉
に
お
い
て
は
弱
点

を
見
せ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
常
に
一
定
の
感
情
で

淡
々
と
話
し
て
い
く
。
相
手
も

さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
相
手
を
研

究
し
な
が
ら
、
淡
々
と
冷
静
に

自
分
の
考
え
を
押
し
通
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

Ｑ

最
後
に
、
一
番
大
事
な
心

構
え
は
？

A

「
Ｎ
Ｏ
」
と
い
え
る
勇
気

を
持
つ
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
一

見
簡
単
な
よ
う
に
聞
こ
え
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、「
Ｎ
Ｏ
」

と
言
う
こ
と
は
、
そ
の
交
渉
の

場
か
ら
立
ち
去
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
し
っ
か
り

と
「
Ｎ
Ｏ
」
と
言
っ
て
立
ち
去

る
。
こ
れ
が
僕
の
中
で
大
事
に

し
て
い
る
こ
と
で
す
。

第96回定期大会初日の休
会時、第32回全日本自治体
職員等野球選手権大会全国
優勝大会の出場県本部代表
者会議を開催し、抽選によ
り対戦組み合わせを決定し
た。3連覇をめざす松戸市
職（千葉）、また、開催地

新潟県の十日町市労連、胎内市労連は2回戦からの登場だ。
9月9日から3日間、みどりと森の運動公園体育施設野球場（新
潟市）、新津金屋運動広場野球場（新潟市）、白根野球場（新潟市）、
聖籠野球場（聖籠町）、水原野球場（阿賀野市）の5会場で、紅
緋色の優勝旗をめぐる熱戦が繰り広げられる。

株式会社Athlete Solution 代表取締役社
長の団 野村さん。選手の契約交渉におけ
る代理人として球団と交渉を行っている
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